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本
文
の
ね
ら
い

・
要
点

年
々
、
傷
付
い
た
野
生
動
物
の
保
護
件
数
が
ふ
え
、

そ
の
原
因
の
大
半
が
人
為
的
。
開
発
が
進
み
、
自
然

破
壊
の
犠
牲
と
も
い
え
る
。
救
護
の
作
業
を
通
し
て

生
命
の
尊
さ
と
自
然
の
大
切
さ
を
考
え
た
い
。

は
じ
め
に

窓
の
向
こ
う
の
バ
ー
ド
テ
ー
ブ
ル
で
は
、
野

(小
)
鳥

た
ち
が
お
い
し
そ
う
に
餌
を
食

べ
て
い
る
。
野
原
で
は
、

シ
カ
た
ち
が
草
を
た
べ
て
い
る
。
そ
ん
な
の
ん
び
り
と
し

た
光
景

の
裏
側
で
は
、
傷
付
き
弱

っ
て
い
る
野
生
動
物
が

数
多
く
い
る
こ
と
は
案
外
知
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ら
の

原
因

の
多
く
は
、
交
通
事
故
、
電
線
接
触
、
建
物
衝
突
、

漁
網
や
釣
具
、
鉛
中
毒
や
油
汚
染
等
々
、
様
々
で
あ
る
。

発
生
、
救
護
、
課
題
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
を
加
わ
え
な
が

ら
現
状
を
の
べ
て
み
る
。

傷
病
鳥
獣
の
保
護

(収
容
)
状
況

北
海
道
自
然
環
境
課
で
は
、
各
支
庁
か
ら
の
報
告
を
基

に
、
「傷
病
鳥
獣
保
護
収
容
件
数
」
を
毎
年
ま
と
め
て
い

る

(表
1
)。
昭
和
六
〇
年
度
か
ら
平
成
八
年
度
ま
で
、

年

々
、
件
数
は
増
加
し
平
成
二
年
度
か
ら
は
、
二
千
件
を

オ
ー
バ
ー
し
て
急
増
し
て
い
る
。
平
成
二
年
度
か
ら
は
、

鳥
類
と
獣
類
を
区
分
し
て
い
る
が
、
平
成
八
年
度
で
は
、

二
七
三
八
件
の
う
ち
鳥
類

一
九
六
二
件
、
獣
類
七
七
六
件

で
鳥
類
が
お
お
む
ね
七
割
を
占
め
て
い
る
。

平
成
八
年
度
の
種
類
別
の
内
訳
を
み
る
と
、
鳥
類
で
は
、

キ
レ
ン
ジ

ャ
ク
八
%
、
ド
バ
ト
八
%
、
ト
ビ
六
%
、
カ
ラ

ス
類
五
%
、

マ
ガ
モ
四
%
、
そ
し
て
、
シ
メ

・
ス
ズ
メ

・

フ
ク
ロ
ウ
の
三
%
と

つ
づ
き
、
そ
の
他
の
四
八
%
が

一
%

未
満
で
あ
る
。
獣
類

で
は
、

エ
ゾ
シ
カ
七
三
%
、
キ
タ
キ

ツ
ネ

=
二
%
、

エ
ゾ
ダ
ヌ
キ
五
%
と
毎
年
四
分
の
三
を

エ

ゾ
シ
カ
が
占
め
て
い
る
。

月
別
保
護
収
容
件
数
は
、
鳥
類
で
は
、
八
月
、
七
月
、

六
月
の
順
に
多
く
、
三
ヵ
月
で
約
三
六
%
を
占
め
、
逆

に

三
月
が
八

一
件
と
保
護
収
容
が
最
も
少
な
い
。
獣
類
で
は
、

十
月
が
と
び
抜
け
て
多
く
、
二
月
が
最
も
少
な
い
。

原
因
別
保
護
収
容
件
数
は
、
鳥
類
で
は
、
衝
突
が
最
も

表1傷 病鳥獣保護収容数推移
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多
く
二
二
%
を
占
め
、
獣
類
で
は
、
自
動
車
事
故
が
六
割

を
占
め
て
い
る
。

希
少
種
別
保
護
収
容
は
鳥
類
の
み
で
、
国
内
希
少
動
物

種
は
三
二
件

(胆
振
七
、
上
川
五
、
宗
谷
四

ほ
か
)
、
天

然
記
念
物
は
五
件
、
国
内
希
少
動
物
種
+
天
然
記
念
物
は

四
二
件

(釧
路

一
八
、
根
室
九
、
網
走
七
ほ
か
)
、
計
七

九
件
で
全
体
の
四
%
を
占
め
て
い
る
。

次
に
、
支
庁
別

(地
域
別
)
保
護
収
容
件
数
の
平
成
六

表2傷 病鳥獣(鳥 類)支 庁別件数
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～

八
年

度

に

つ
い

て
の

べ
る

(
表

2
、

3

)
。

鳥

類

に

つ

い

て
、

石

狩

支

庁

が
特

に
多

く
、

全

道

の

四
分

の

一
を

占

め
、

胆
振

、

渡

島
支

庁

と

つ
づ

く
。

逆

に
、

保

護

収

容

件

数

が
少

な

い

の
は
、

日
高

、

留

萌

、

桧

山

支

庁

と

な

っ
て

い
る
。

野

鳥

は
、

意

外

と

都

市

周

辺

に
生

息

し

て

い

て
、

石
狩

-
札

幌

、

胆
振

ー
苫

小

牧

、

室

蘭

、

渡

島

-
函

館

、

上

川

-
旭

川
、

釧
路

ー
釧

路

の
都

市

が

あ

る
。

獣

類

は
、

根

室
、

釧

路

、

網

走

支

庁

の
順

に
多

く

三

つ

表3傷 病鳥獣(獣 類)支 庁別件数
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0

の
地
域
の
合
計
は
、
全
道
の
約
三
分
の
二
を
占
め
、
ち
ょ

う
ど

エ
ゾ
シ
カ
の
生
息
地
域
と
同
じ
で
あ
る
。
北
海
道
内

に
は
公
立
動
物
園
が
四

つ
あ
る
が
、
東
部
の
釧
路
、
帯
広

と
西
部
の
旭
山

(旭
川
)、
円
山

(札
幌
)

の
動
物
園

に

は
保
護
収
容
動
物
に
特
徴
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
東
部
は
大

型
鳥
類
と
獣
類
が
多
く
、
西
部
は
小
鳥
が
多
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

傷
病
鳥
獣
保
護
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
現
状

北
海
道
で
は
、
「傷
病
鳥
獣
保
護
取
扱
要
綱
」
を
平
成

九
年
八
月

一
八
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
そ
の
内
容
に

つ
い
て
、

コ
メ
ン
ト
を
加
え
な
が
ら
紹
介
し
よ
う
。

目
的
は
、
「事
故
等
に
よ
り
傷
付
き
又
は
病
気
に
か
か

り
自
力
で
生
息
で
き
な
い
野
生
鳥
獣
を
保
護
し
、
適
切
な

治
療
を
行
い
、
自
然
に
復
帰
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
本
道

に
生
息
す
る
野
生
鳥
獣

の
保
護
、
希
少
種
の
飼
養

・
治
療

技
術
の
確
立
や
遺
伝
資
源
の
確
保
及
び
道
民
の
鳥
獣
保
護

思
想
の
普
及
啓
発
を
図
る
こ
と
」
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

傷
病
鳥
獣
保
護
と
希
少
種
保
護
、
そ
し
て
、
保
護
思
想
普

及
の
三
本
立
て
に
な

っ
て
い
る
。

対
象
鳥
獣
は
、
「本
道
に
生
息
す
る
在
来
の
野
生
鳥
類

及
び
哺
乳
類

(海
獣
類
を
除
く
。
)
」
と
な

っ
て
い
る
。

「鳥
獣
保
護
及
狩
猟
に
関
す
る
法
律
」

で
対
象
と
し

て
い

る
動
物
で
、
家
畜
や
ペ
ッ
ト
、
ア
ザ
ラ
シ
な
ど
の
海
獣
類
、

ネ
ズ
ミ
や

ヘ
ビ
、

ノ
ラ
イ
ヌ
や
ノ
ラ
ネ
コ
は
該
当
し
な
い
。

「傷
病
鳥
獣
保
護
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
」
の
フ
ロ
ー

図

(図
1
)
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
各
支
庁
中
心
に
シ
ス

テ
ム
化
さ
れ
て
い
る
が
、
週
休
二
日
制
の
支
庁
、
市
町
村

で
は
、
十
分
、
機
能

で
き
る
か
は
疑
問
で
あ
る
。
休
日

・

時
間
外
で
も
、

エ
ゾ
シ
カ
の
収
容
に
出
掛
け
て
い
る
私
が

住
む
中
標
津
町
の
よ
う
な
自
治
体
も
あ
る
。

獣
医
系
大
学
と
の
か
か
わ
り
が
、
死
亡
個
体
と
野
生
復
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帰
不
可
個
体
の
提
供
の
み
で
あ
り
、
救
護

・
治
療

シ
ス
テ

ム
の
中
に
は
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
。
酪
農
学
園
大
学

で
は
、
鉛
中
毒
の
オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
を
治
療

・
放
鳥
し
て

い
る
実
績
も
あ
り
、
専
門
的
部
分
を
依
頼
し

て
も
い
い
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

指
定
診
療
施
設

(獣
医
師
)
の
ウ
エ
イ
ト
が
大
き
く
、

動
物
園
は
、
さ
ら
に
継
続
治
療
を
負
う
こ
と
に
な
る
。
ヒ

ナ
や
幼
鳥
、

ス
ズ
メ
や

ハ
ト
な
ど
の

一
般
鳥
類
は
、
救
護

の
教
育
を
受
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
依
頼
す

る
こ
と
も
必

要
で
は
な
か
ろ
う
か
。

傷病鳥獣保護ネッ トワークシステムフロー図図1
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こ
の
ほ
か
、
国
内
希
少
種
や
天
然
記
念
物
の
鳥
獣
の
保

護
、
標
識
装
着
の
鳥
類
の
取
り
扱
い
、
死
亡
し
た
鳥
獣
の

処
置
法
な
ど
も
の
べ
ら
れ
て
い
る
。

(社
)
北
海
道
獣
医
師
会
で
の
救
護
の
取
り
組
み

北
海
道
獣
医
師
会
で
は
、
平
成
九
年
度
に
北
海
道
と
委

託
契
約
を
結
び
、
「傷
病
鳥
獣
保
護
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

実
施
要
領
」
を
決
め
、
救
護
活
動
を
全
道
的
に
本
格
的
に

開
始
し
た
。

そ
れ
ま
で
に
も
、
北
見
支
部

で
は
独
自
の

「
野
生
動
物

の
保
護
収
容
に
係
る
応
急
処
置
事
業
」
を
平

成
元
年
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い

亡死

埋股・髄

死因調査 ・解剖

癒治

不可

大学 ・研究機関飼
一 型ポランテ ア による

その億適正餓理

野生復帰1可

放鳥獣

る
。
ま
た
、
苫
小
牧
沖
重
油
流

出
事
故
や
ナ
ホ
ト
カ
号
重
油
流

出
事
故

の
ウ
ト
ナ
イ
湖
畔
で
の

救
護

・
放
鳥
活
動

に
胆
振
支
部

や
個
々
の
会
員
が
参
加
し
て
い

る
。
保
護
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

の
内
容
に
つ
い
て
、

コ
メ
ン
ト

を
加
え
な
が
ら
紹
介
し
よ
う
。

目
的
は
、

「広
域
な
本
道
に

お
い
て
、
事
故
等
に
よ
り
傷

つ

き
又
は
病
気
に
か
か
り
自
力
で

生
息
で
き
な
い
野
生
鳥
獣

(傷

病
鳥
獣
)
の
保
護
を
地
域

一
体

と
な

っ
て
推
進
し
、
道
民
の
鳥

獣
保
護
思
想
の
普
及
啓
発
を
図

る
た
あ
、
社
団
法
人
北
海
道
獣

医
師
会
は
北
海
道
か
ら
業
務
委

託
を
受
け
、
会
員
お
よ
び
民
間

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
協
力
を
得

て
保
護
、
治
療
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
を
効
果
的
に
実
施
す
る
。」

と
し
て
い
る
。

委
託
業
務
は
、
「持
ち
込
ま
れ
た
傷
病
鳥
獣
の
保
護
、

治
療
及
び
野
生
復
帰
に
関
す
る
業
務
に
つ
い
て
、
北
海
道

獣
医
師
会
が
あ
ら
か
じ
め
支
部
の
推
薦
を
受
け
て
指
定
す

る
診
療
施
設
に
お
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。
」
と
な

っ
て

い
る
。

業
務
内
容
に
つ
い
て
、
指
定
診
療
施
設
は
、
傷
病
鳥
獣

の
移
送
は
原
則
と
し
て
行
わ
な
い
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

「必
要
な
応
急
治
療
や
短
期
間
の
保
護
を
行
う
」
「傷
病
鳥

獣
が
長
期
の
治
療
や
療
養
を
要
し
、
動
物
園
に
持
ち
込
む

必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
、
そ
の
取
扱
い
に
つ
い
て

支
庁
と
協
議
す
る
」
と
し
て
い
る
。
「
収
容
か
ら
放
鳥
ま

で
、
何

で
も
動
物
病
院
で
」
と
い
う
市
民
の
雰
囲
気
に
歯

止
め
を
か
け
て
い
る
よ
う
だ
。
業
務
に
対
し
、
予
算
の
範

囲
内

で
治
療
費
、
収
容
費
用
の
助
成
が
支
払
わ
れ
る
。

北
海
道
獣
医
師
会
内
で
、
「傷
病
鳥
獣
診
療
収
容

に
係

る
診
療
費
等

の
助
成
基
準
」
を
設
け
て
い
る
。

「
獣
類

(
一
件
)、
小
型
三
千
円
、
中
型
五
千
円
、
大
型
七
千
円
。

鳥
類

(
一
件
)
、
小
型
千
五
百
円
、
中
型
三
千
円
、
大
型

四
千
円
」
「
診
療
が
長
期
に
亘

っ
た
場
合
、

あ
る
い
は
特

別
な
診
療
、
例
え
ば
麻
酔
下
の
外
科
処
置
、
X
線
撮
影
な

ど
行

っ
た
場
合
は
二
倍
の
範
囲
内
で
補
助
す
る
。
」
検
査

や
手
術
、
長
期
治
療
の
場
合
は
、
割
増
し
と
な

っ
て
い
る

が
、
二
倍

の
額
頭
打
ち
で
、
薬
代
な
ど
の
実
費
で
あ
り
、

技
術
料
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お

こ
う
。

カ
ラ
ス
な
ど
種
に
よ
っ
て
適
用
除
外
だ

っ
た
り
、
狩
猟

対
象
獣
は
、
狩
猟
期
間
中
、
狩
猟
区
域

で
は
交
通
事
故
が

原
因
で
も
助
成
外
な
ど
動
物
種
に
よ
る
差
別
が
あ
る
。
海

獣
類
は
、
希
少
種
の
ラ
ッ
コ
で
も
適
用
除
外
と
な

っ
て
お

り
、
動
物
愛
護
か
ら
通
報
、
持
ち
込
ん
で
来
る
市
民
の
気

持
ち
に
は
応
え
き
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
場
合
、
救
護

7



現
場
の
獣
医
師
が
自
腹
を
切
る
善
意
で
対
応
さ
れ
て
い
る
。

平
成
九
年
度
の
集
計
で
は
、
鳥
類
二
四
二
件
、
獣
類

一

八
件
、
計
二
六
〇
件
。
事
業
の
初
年
度
で
も
あ
り
、
手
続

き
の
不
慣
れ
な
ど
実
際
は
相
当
数
の
実
績
が
あ
る
も
の
と

み
ら
れ
る
。
平
成
十
年
度
の
指
定
診
療
施
設
は
、

一
九
五

施
設

(七
月
現
在
)
で
あ
る
が
約
半
数
が

コ

時
的
」
と

な

っ
て
い
る
。
実
際
に
救
護
活
動
し
て
い
る
が
、
「指
定
」

を
受
託
し
て
い
な
か

っ
た
り
、
逆
に
、
指
定
施
設
だ
が
、

技
術
的
に
十
分
対
応
し
き
れ
な
い
な
ど
今
後
の
課
題
も
あ

る
。
な
お
、
指
定
の
動
物
病
院
等
に
は
、
入
口
に
標
識
が

掲
示
さ
れ
て
い
る
。
(
写
真
1
)

写真1

野
生
動
物
救
護
研
究
会
の
活
動
に
つ
い
て

昭
和
六
三
年
四
月
、
釧
路

で

「第
六
回
北
海
道
の
野
生

動
物
を
考
え
る
つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
、
傷
病
野
生
動
物

の
保
護
に
つ
い
て
本
格
的
な
議
論
が
行
わ
れ
た
。
翌
年
、

北
海
道
獣
医
師
会
館
、
平
成
二
年
は
北
見
で
フ
ォ
ー
ラ
ム

が
開
か
れ
、
終
了
後
、
設
立
総
会
が
開
か
れ
た
。
以
降
、

年

一
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
会
報

「
サ
ポ
ー
ト
」

(年
五
、

六
回
)
の
発
行
が
主
な
活
動

で
あ
る
。
平
成
八
年
、
酪
農

学
園
大
学
で

「野
生
動
物
救
護
技
術
講
座
」
が
開
か
れ
、

本
格
的
な
救
護
技
術
教
育
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

平
成
九
年
か
ら
、
北
海
道
獣
医
師
会
の

「保
護
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
」
と
連
動
し
、
獣
医
師
会
と
研
究
会

の
共
催

と
な

っ
た
。

一
般

コ
ー
ス
と
獣
医

コ
ー
ス
に
分
け
ら
れ
、

ナ
ホ
ト
カ
号
事
故

の
こ
と
も
あ
り

「油
汚
染
救
護
技
術
講

座
」
も
追
加
開
催
さ
れ
、
専
門
化
し
て
来
て
い
る

(図
2
)。

受
講
希
望
者
が
多
く
、
順
番
待
ち
の
人
も
出
る
ほ
ど
だ
が
、

獣
医
学
生
は
多

い
も
の
の
獣
医
師

の
受
講
者
が
イ
マ
イ
チ

と
い
っ
た
と
こ
ろ
。
そ
の
対
策
も
あ
り
、
昨
年
秋
、
釧
路

で
北
海
道
獣
医
師
会
独
自
の
講
習
会
が
開
か
れ
た
。
今
ま

で
の
受
講
者
か
ら
、
再
受
講
や
上
級

コ
ー
ス
の
開
催

の
希

望
も
出
て
い
る
。

野
生
動
物
救
護
研
究
会
が
発
足
の
翌
年
、
野
生
動
物
救

護
獣
医
師
協
会

(W
R
V
)
が
設
立
さ
れ
た
。
関
東
地
方

の
小
動
物
獣
医
師
が
中
心

で
、
い
ち
お
う
全
国
的
に
ネ

ッ

ト
ワ
ー
ク
を

つ
く

っ
て
い
る
が
、
北
海
道
内
の
会
員
は
少

な
く
、
北
海
道
中
心

の
救
護
研
究
会
に
も
所
属
し
て
い
る
。

研
究
会
と
協
会

の
大
き
な
違
い
は
、
前
者
が
獣
医
師
と

一

般
の
人
の
集
団

に
対
し
、
後
者
は
獣
医
師
集
団
で
あ
る
。

ヒ
ト
の
医
療
は
、
医
師
だ
け
で
出
来
る
も
の
で
は
な
く
、

看
護
婦
、
検
査
技
師
な
ど
と
協
力
し
て
可
能
で
あ
る
。
野

8

両諺座 、鶏溜内容

講義 「野生鳥獣の法律」 北海道環境生活部 自然環境課
「環境ボ ランテ ィア」 小川巌(エ コ ・ネ ッ トワー・ク)

特別講演 「鳥の鉛中毒」 神和夫(北 海道立衛生研究所)

アニマソレ・ノノ・どノテーター養成基礎謬座
〈一般 コース 〉

講義 「油汚染救 護他① 」 「油汚染救 護他② 」黒 沢信道(釧 路地 区NOSAI)

実習 「収 容 ・補 液」 「応 急処 置」 橋場 由美子(は しば トン トン動物病院)

森 田正 治(道 東 野生動 物保護 セ ンター)

「ケア・リハビ リ・リリース」 黒沢 信道 ・飯 嶋 良朗(十 勝NOSAI)

武 田忠義(網 走支庁 環境生活 課)

〈獣 医 コース 〉

講義 「油汚 染鳥 の救護 」 黒 沢信道

「獣医 学的診 断 と治療 」 森 田正治

実習 「収容 ・応 急 処置」 「ケア・リハビリ・リリース」武 田忠義 ・飯嶋 良朗

「獣医学 的診断 と治療 」 森 田正治 ・橋 場 由美 子

村 田聖子(北 海 道ハイテクノロジー専門学校)

滋 汚黎 救 護うξ茄諺 座

講義 「油汚 染鳥 の救護」 「油汚 染鳥 の救護の 実技 につ い て」黒沢信 道

実習 「収容 ・補液 ・給餌 」 「洗 浄 ・乾燥 」 「ケア ・リハ ビ リ」

盛 田徹(β 本 野鳥 の会苫 小牧支 部)・ 菊 地政光(鳥 類標識 協会)

有 田智彦(羽 幌町役 場)・ 村 田聖子

感 謝 状

野生動 物救 護研 究会 殿

貴殿 は平成9年1月 に発生 した ロシア船 籍 ナホ トカ・号海難 ・油流

出災 害の 際 に被 災動物 の救 護 活動 に献 身的 に取 り組 まれ獣 医事及

び動物 の保 護 ・福祉 の 向上 に 多大 なる貢献 を され ま した

よって本会 第55回 通常総 会 の 開催 に あた りその並 々な らぬ御尽

力 に対 し ここに深 甚 なる敬意 と感謝 の意 を表 します

平成10年6月25日

社 団法 人 日本獣 医 師会

会 長 杉山 文 男

図2



生

動

物

の
医

療

(
救

護

)

も

同

様

で
、

獣

医

師

と

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア
が

協

力

し

て

こ

そ
出

来

る
。

協

会

は

、

最

近

、

準

会

員

と

し

て

一
般

の
人

も

加

入

さ

せ

て

い
る

。

今
後
の
課
題

全
国
に
獣
医
系
大
学
は

一
六
校
あ
る
が
、
野
生
動
物
の

治
療

に
つ
い
て
本
格
的

に
教
育
し
て
い
る
大
学
は

一
つ
も

な
い
。
「
エ
ー

ッ
」
と
驚
か
れ
る
と
思
う
が
、

犬
猫
、
牛

け
も
の

馬

の
獣
が
主
体
で
、
動
物
病
院
に
野
鳥
を
持

ち
込
ん
で
も

「専
門
外
」
と
断
わ
ら
れ
た
り
、
自
信

の
な

い
顔

で
診
察

を
受
け
た
と
い
う
経
験
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
多
く
の
先
生

　

　

　

は
、
獣
医
師
で
あ

っ
て
、
動
物
医
師
で
は
な

い
の
で
あ
る
。

野
生
動
物

に
関
心

の
あ
る
獣
医
学
生
は
、
相
当
数

い
る

と
言
わ
れ
る
が
、
彼
ら
が
学
ぶ
と
こ
ろ
は
な
い
。
道
東
野

生
動
物
保
護
セ
ン
タ
ー

(森
田
正
治
セ
ン
タ
i
長
)
で
は
、

七
年
前
よ
り
、
大
学

の
紹
介
な
ど
で
彼
ら
を
受
け
入
れ
て

実
習

・
研
修
を
実
施
し
て
い
る

(写
真
2
)
。

一
週
間

の

A
口宿
形
式
だ
が
、
年
々
、
希
望
者
が
多
く
断

わ
る
の
に
苦

労
す
る
ほ
ど
の
人
気

で
あ
る
。
動
物
看
護
士

の
専
門
学
校

で
も
教
育
が
始
ま

っ
て
い
る
が
、
獣
医
学
教
育
に

一
日
も

早
く
組
み
入
れ
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
あ
る
。

救
護
技
術
講
座

の
受
講
者

の
修
了
後

の
問
題
で
あ
る
。

「受
け

っ
ぱ
な
し
」
の
修
r
者
が
多
く
、
救
護

ド
ク
タ
i
、

救
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
活
躍
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

北
海
道
及
び
各
支
庁
が
、
修
了
者
を
登
録
さ
せ
、
北
海
道

獣
医
師
会
各
支
部
と
連
携
し
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
は
。
先
進
地
、
千
葉
県
の
シ

ス
テ
ム

(
一

部
に
問
題
が
あ
る
が
)
を
学
ぶ
必
要
が
あ
る
。

二
年
前
、
ナ
ホ
ト
カ
号
の
重
油
流
出
事
故
が
発
生
し
多

く
の
海
鳥
が
犠
牲
と
な

っ
た
。

ロ
シ
ア
の
タ

ン
カ
ー
が
航

行
す
る
北
海
道
の
沿
岸
で
い

つ
大
規
模
な
流
出
事
故
が
起

き
る
か
も
し
れ
な
い
状
況
に
あ
る
。
こ
の

一
、
二
年
だ
け

で
も
小
規
模
な
が
ら
何
回
か
の
事
故
が
発
生
し
て
お
り
、

北
方
四
島
関
連
も
含
め
る
と
冷
や
冷
や
も
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
北
海
道
で
は
、
海
鳥
救
護
の
プ
ラ
ン
は
正
式
に
は

な
く
憂
慮
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
救
護
ド
ク
タ
i
、
救

護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録
制
度
だ
け
で
も
確
立
し
て
い
れ

ば
万

一
の
際
に
は
心
強
い
も
の
だ
が
。

環
境
庁
は
、
都
道
府
県
に
対
し
鳥
獣
保
護
セ
ン
タ
ー
の

設
置
を
行
政
指
導
し
て
い
る
が
、
北
海
道

で
は
ま
だ
実
現

し
て
い
な
い
。
傷
病
野
生
動
物
の
診
療
施
設
だ
け
で
な
く
、

希
少
動
物

の
保
護

・
増
殖
、
展
示
、
研
修
な
ど
総
合
的
な

セ
ン
タ
ー
を
期
待
し
て
い
る
。
野
幌
森
林
公
園
に
隣
接
し

て
母
校

の
酪
農
学
園
大
学
が
あ
る
が
、
理
事
長
、
学
長
、

学
部
長
ら
は
、
「
土
地
を
提
供
す
る
、
獣
医
及
び
環
境

シ

ス
テ
ム
学
部
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
」
と
協
力
的

で
あ
る
。

学
生

の
獣
医
学
及
び
環
境
教
育

の
場
と
共
に
道
民
の
自
然

環
境
学
習
の
セ
ン
タ
ー
と
し
て
実
現
し
て
ほ
し
い
も
の
だ
。

知
事

に
直
接
、
提
二・.[し
て
い
る
が
英
断
に
期
待
し
て
い
る
。

(翼を骨折 した野鳥)

(コ ウ モ リに給 餌 して い る と こ ろ)

写真2
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